
第19回
M A S セ ミ ナー

「街と建築を海外と日本から考える」

日時：2015/6/27（土)
講演：14：00～16：00 

日本では中世以来、建築や芸術は遥かに海を

こえて影響されてきたことは確かでしょう。

特に近代以降は急激に日本の様式はおろか精

神性までもさまざまに変化してきた感はぬぐ

えません。しかし、それでも日本人には引き

継がれている大切なものが根っこにあること

もたしかでしょう。そのなかで建築の集積で

ある町並みは今の状況ではしっくり馴染んで

いるとは思えません。どうも重要なポイント

は日常性に潜んでいる様です。多くの個人が

本当の意味で独立していれば、パブリックは

充実したものとなると思うのです。それには

どうしたらいいのか考えたいと思います。

「カンパニリズモ」って、ご存知ですか？　

イタリア語ですが複雑な意味を持っていま

す。「土着愛」のようなことですが、もとも

と「カンパニーレ」が「鐘楼」という意味で、

ここから教会の鐘が鳴り届く範囲を自他とも

に許し合う地域と考えて、そこから出てきた

言葉です。英語の「カンパニー（会社）」の

語源もここあるようで、そこから当初は現在

の株式会社概念とは大きく違い、地域の人々

が協力し合って作る地域の生産組織を意味し

ていたと取れます。

金融経済の発展により、人間が本来地域に密

着して安心して楽しく生き、地域を美しくし

ようとした意識が失われました。しかしイタ

リアで生活していると、人々の暖かさの中に

昔ながらのカンパニリズモが息づいているよ

うです。というより、必死で

カンパニリズモに生きようと

しているように取れました。

『あんなに空気の美味しい、山あり自然ありの故

郷からどうしてここに移り住んで来たのです

か？』　『････東京は良いです。なんたって便利

だし隣近所の目を気にせず干渉されず、大概の

事をしても誰にもとがめられずに暮らせますか

らねえ。』

『100 年も続いた歴史的価値ある街や建物の隣に

なぜいきなり 40 階建ての高層ビルが建っちゃ

うのでしょう？」「家賃が沢山取れて儲かるから

ですよ。経済第一主義の現代では当たり前で

しょ。』

『あなたの家はどうして壁の色をあんな派手なピ

ンクにしたのですか？』『子供の頃から家を建て

る時はピンクにしたいと思っていました。妻も

そうです。第一、ピンクは

駄目！なんて法律にはない

ですから･･･』

建築を学び始めてから、毎年海外に行くこ

とを楽しみにしてきました。ヨーロッパ、

アメリカ、アジアなど、旅をする楽しさは、

その町の暮らしを感じる街路空間のそぞろ

歩きです。広場や路地、建物のファサード

や庭のあり方など、街路と家との間にある

つなぎの部分に、町の文化や人の暮らし方

を感じ取るのが楽しみです。よそ者が歩い

て楽しい町というのが、豊かさではないか

と思います。

　一方、新規に開発された日本の郊外住宅

地には何か違和感を感じるのはなぜでしょ

う。公私の中間的な領域のあり方について、

比較して考えてみようと

思います。

街でも建築でも、「見た目」を選ぶか「居心地」

を選ぶか。京都は外から見ると「和の空間」

に魅力を感じるが、京都に住む地元の人は、

窮屈さを感じる人もいる。海外でも日本でも

「街の美」は景観であり、「街の良さ」は暮ら

しやすさと思っていた。ところが最近の日本

では「いい街」とは「便利な街」であり、駅

前マンションの人気が高く開発を誘発する。

建築家がつくる郊外型一戸建は都会人は好ま

ない。殻にこもった都市型住居では景観はつ

くれない。もはや「見た目」か「居心地」で

はなく「利便性」なのか。

海外ではどうなのだろう。

多様な世界から見た日本の街の魅力

建築家という生き方を選んで以来、あらゆる

場所の文化に浸って ‘まち’ や人々のくらしを

考えるのが好きになり、時間の隙間をみつけ

ては海外を放浪してきました。きちんとした

留学経験はありませんが、今回のセミナーに

際して、改めて渡航回数を数えたら 90 回を超

えていて、我ながらびっくりしました。ヨー

ロッパだけでなくイスラム圏やインド文化圏

も好きで頻繁に行っております。様々な文化

の根底に触れてきたことを通して、日本の街

の魅力を考えたいと思い

ます。　　　　　　　　

　

英国に学生・教師として５年間住んだこと

があります。その中で、一般の方との会話

に街や建築が普通に登場し、環境に対する

意識の違いを感じました。つまり街や建築

に対して住民が興味を持っており、美しい

街の価値判断が自然に醸成されているよう

な気がしました。従って、建築家にとって

は、その価値判断に耐えうるデザインでな

ければならないという厳しさもあるわけで

す。この意味をご一緒に考えることができ

ればと思っています。


